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平成２０年度 那須烏山市予算の概要 

Ⅰ 予算編成にあたって 

本市の財政状況は、市債残高が増嵩するとともに経常収支比率が高率に推移するなど、 

財政の硬直化が進んでいます。歳入については、根幹である市税収入が景気回復などに 

より若干の伸びが見込まれるものの、地方交付税、臨時財政対策債や国・県補助金の縮 

減・廃止などにより歳入確保が一層厳しい状況にあります。一方、歳出については、市 

債の償還金、少子高齢化社会の進展による扶助費、医療費の増加に伴う国民健康保険や 

介護保険等の特別会計への繰出金などの増嵩が見込まれることから、従来にも増して厳 

しい財政運営が続くものと予測されます。 

このような中で、市民福祉の向上と公平で安心な行政サービスを維持するためには、 

事務事業全般の見直しを行い、行政改革を一層推進し、新たな行政需要に対応するなど、 

簡素で効率的な行財政運営に取り組むことが求められています。 

このことから、平成２０年度の予算編成に当たっては、新たに策定された「那須烏山 

市総合計画」に基づき、 「ひかり輝くまちづくり」の実現を目指し、この計画に掲げる 

施策を着実に推進するために、歳出・歳入全般にわたり徹底した見直しを行い、限られ 

た財源の効果的・効率的な活用に努めることに留意し編成しました。 

Ⅱ 予算概要 

平成２０年度の那須烏山市一般会計予算額は１０９億８，８００万円で、前年 

度と比較すると 3 億８，８００万円、３．７％の増となりました。なお、公的資 

金の繰上げ償還に伴う借換債２億３０万円を除いた実質的な伸び率は１．８％と 

なります。 

□予算の特徴 

総合計画スタートの年。計画の実現に向けた、本格的予算である。 

①合併特例債及び道整備交付金事業の推進 

②子育て支援、高齢者及び障がい者福祉の充実 

③学校統合の推進 

④教育の充実 

⑤定住促進及び企業誘致の推進 

⑥公的資金の繰上げ償還 

また、一般会計と８つの特別会計の総額は１７７億８，６１０万円となり、前年度と 

比較すると１７億２３０万円、８．７％の減となりました。



８つの特別会計の予算総額は６７億９，８１０万円となり、２３．５％の減となりま 

す。主なものでは、国民健康保険特別会計（事業勘定）が３２億８，４２０万円で６， 

６２０万円、２．０％の減、老人保健特別会計が３億１，３４０万円、８８．８％の減、 

新たに創設される後期高齢者医療特別会計の予算額は３億４７０万円となっています。 

簡易水道特別会計は３億１，３５０万円で、繰上償還に伴い１億７，４１０万円の大幅 

な増となっています。 

Ⅲ 一般会計歳入予算について 

歳入の主な項目については、市税は個人市民税、法人市民税及び固定資産税を中心に 

若干の伸びを見込み、前年度比７，４２５万円、２．５%増の３０億７，２９９万６千 

円を計上しました。 

地方譲与税においては、 自動車重量譲与税及び地方道路譲与税ともに減額を見込み１ 

億６，９００万円といたしました。 

地方交付税は、 実質的な地方交付税の総額が前年度と同額程度を確保できたことなど 

を精査し、前年度と比べ４，０００万円、１．１％増の３７億４，０００万円を計上い 

たしました。 

一方、国庫支出金は主に、道路整備事業の本格化に伴い道整備交付金が増額となった 

ことにより、前年度より６，１０２万５千円の増加となりました。県支出金は合併後３ 

年間交付されていた市町村合併特別交付金が終了したことなどにより、大幅減額となり 

ました。 

繰入金については、公的資金の繰上げ償還の一部に減債基金を充てるとともに、財源 

不足分を財政調整基金から繰り入れることとし、前年度と比べ４，５２８万１千円増の 

４億２，８００万６千円を計上しました。 

市債は、前年度より４億５，４８０万円多い１２億９，６８０万円で、その要因は公 

的資金借換債２億３０万円が新たに加わったことや、 市道整備等に伴う合併特例債７億 

５８０万円の発行によるものです。 

Ⅳ 一般会計歳出予算について 

本年度の歳出予算は、引き続き行財政改革を断行するとともに、総合計画の実現にむ 

け選択と集中により、諸施策を推進することとしました。 

総務費は、前年度と比べ４，８２７万７千円（４．１％）の減となっています。これ 

は定住促進対策事業が新たに増額となったものの、 職員の退職等に伴う職員人件費の減 

を見込んだことによるものです。 

民生費は、５，８７７万円（２．１％）増の２９億１，０６０万１千円となっていま 

す。これは後期高齢者医療制度の創設により、老人保健及び国民健康保険特別会計繰出



金が増減したことや、旧野上小学校への向田保育園移設整備事業によるものです。 

衛生費は、９，０６５万９千円（６．８％）の増となっています。主な要因は那須南 

病院及び環境衛生費（斎場） に係る広域行政負担金の増を見込んだことによるものです。 

農林水産業費は、前年度と比べ２億５，２７８万８千円（４１．１％）減の３億６， 

２２０万５千円となっています。これは畜産基盤整備事業費の減額によるものです。 

土木費は、２億２，３５１万６千円（２０．０％）増の１３億４，０６９万３千円と 

なっています。これは道整備交付金及び合併特例債を活用した道路整備事業に本格的に 

着手することに伴い、大幅な増となったものです。 

消防費は、３，４６１万８千円（６．３％）増の５億８，４５４万９千円となってい 

ます。これは消防自動車及び小型ポンプの更新や、防火水槽築造工事等に伴い増額とな 

ったものです。 

教育費は、前年度と比べ７，１５９万７千円（６．２％）の増となっています。これ 

は教育特区推進事業が新たに加わったことや、烏山小学校体育館改築に係る設計費及び 

向田公民館整備事業費等を計上したことによるものです。 

Ⅴ 性質別経費の状況 

人件費は、前年度と比べ９，７１３万１千円（３．８％）の減となっています。これ 

は職員数の削減や、引き続き特別職給料の削減、時間外手当等の抑制に努めたことによ 

るものです。 

物件費は、５，２１３万３千円（４．５％）減の１１億１４１万７千円となっていま 

す。これは委託料及び需用費等の減によるものです。 

補助費等は、前年度と比べ４億６０１万４千円（２３．４％）の増となっています。 

主な要因は後期高齢者医療給付費負担金、那須南病院に係る広域行政負担金の増による 

ものです。 

普通建設事業費は、前年度と比べ１億９，６２４万９千円（１７．７％）増の１３億 

７２１万９千円となっています。これは道整備交付金及び合併特例債を活用した道路整 

備事業に本格的に着手したことによるものです。 

公債費は、前年度と比べ２億５１万７千円（１４．２％）増の１６億１，３５０万円 

となっています。これは公的資金の繰上げ償還金２億５，２３１万９千円を計上したこ 

とによるものです。 

繰出金は、前年度と比べ３億１，６１９万円（２５．６％）減の９億２，１０６万５ 

千円となっています。これは後期高齢者医療制度の創設により、老人保健及び国民健康 

保険特別会計繰出金が減したことによるものです。



Ⅵ 重点及び新規事業等 

●は新規事業 

【重点事業】 

１合併特例債及び道整備交付金を活用した道路整備事業 ８１７，９６０千円 

●２新向田保育園・向田公民館整備事業 １５０，７００千円 

●３烏山小学校体育館改築事業（耐力度調査及び実施設計） ２２，０００千円 

●４障がい者及び高齢者福祉タクシーの実施 １５，７１１千円 

５こども医療費助成事業（小学校修了前まで拡大） ６５，３３７千円 

●６こんにちは赤ちゃん祝金支給事業（第２子以降２０万円支給） １５，００８千円 

●７定住促進奨励金 ２５，０００千円 

●８企業立地奨励金 ２３，７００千円 

●９教育特区事業（英語コミュニケーション科・ALT７人配置） ３６，４９１千円 

●10 公的資金の繰上げ償還 ２５２，３１９千円 

【主要事業】 

●１市民憲章制定 ２７千円 

２防犯施設整備費 ３００千円 

●３境小学校で学童保育実施 ４，７７２千円 

４各種医療費助成事業（自己負担１レセプト 500 円補助） １２５，６９７千円 

（重度心身障害者、ひとり親家庭、妊産婦、こども医療費） 

５特定不妊治療費助成（１５万円 ５年） ７５０千円 

６妊婦健診の充実（５回まで無料） ５，７１２千円 

７後期高齢者医療制度事業費 ２８７，３６３千円 

８高齢者福祉の充実（敬老会、福祉年金等支給） １７，１８８千円 

９高齢者生きがい対策の充実（老人クラブ、福祉バス運行等） ６，２０６千円 
10 浄化槽設置整備費 ５１，８７２千円 
11 簡易水道事業特別会計繰出金 ５４，９０２千円 
12 水道事業会計繰出金 ８９，１７９千円 
13 環境基本計画策定 ２，６５４千円 
14 畜産基盤再編整備事業の推進 １２，９０２千円 
15 農地振興費 １２，５８９千円 
16 県単独土地改良事業 １４，７８２千円 
17 農林水産特産物開発事業 １，０００千円 
18 林道整備 １８，５４０千円 
19 県営圃場整備事業 ７，３０８千円 

●20 元気な森づくり事業(森林環境税交付事業) ５，００１千円



21 全市花公園づくり事業 １，０００千円 
22 まちづくり団体支援事業 ３，４００千円 
23 まちづくり産学官連携事業 １，７２０千円 
24 新事業創出支援事業 ４，０１０千円 
25 商工振興資金貸付事業 ７１，８４１千円 
26 ふれあいの道づくり事業 ５，０００千円 
27 消防施設整備事業 ２３，１４４千円 

●28 すべての小中学校に除細動器（AED）を配置 ２，９４０千円 

●29 奨学金給付事業（大学生まで拡大、給付方式に改正） ２，８００千円 

●30 小学校統合事業の推進（新境小開校、七合小・興野小統合） ２，９６６千円 

●31 向田公民館解体工事費 １０，３００千円 
32 サタデースクールの実施 ５，４８５千円 
33 郷土教育の推進 １，０００千円 
34 行財政改革の断行（職員数の削減、補助金・交付金の見直し） 

ⅶ その他 

１ 基金繰入金 

・財政調整基金 ３７０，０００千円 

・富士見台工業団地整備管理基金 １，０００千円 

・減債基金 ５７，０００千円 

計 ４２８，０００千円 

２ 財政調整基金残高（２０年度末見込） ７００，０００千円 

３ 市債 

・林道整備事業債 ８，５００千円（合併特例債） 

・市道整備事業債 ５２９，５００千円（合併特例債） 

・辺地対策事業債 ６０，０００千円（辺地債） 

・消防施設整備事業債 ３９，５００千円（合併特例債・施設整備事業債） 

・臨時財政対策債 ３２６，０００千円 

・公的資金借換債 ２００，３００千円 

・児童福祉施設整備事業債 １０４，５００千円（合併特例債） 

・社会教育施設整備事業債 ２８，５００千円（合併特例債） 

計 １，２９６，８００千円（うち合併特例債 705,800 千円） 

４ ・一般会計市債残高（２０年度末見込） １１，９９０，５９２千円



・特別会計/企業会計市債残高(２０年度末見込) ８，５１５，３６７千円 

計 ２０，５０５，９５９千円 

５ 特別会計繰出金 

・国民健康保険特別会計（事業勘定） １３４，７５１千円 

・国民健康保険特別会計（診療施設勘定） １５，７７８千円 

・老人保健特別会計 ３０，１７６千円 

・後期高齢者医療特別会計 ６０，２１６千円 

・介護保険特別会計 ３０１，９８７千円 

・農業集落排水事業特別会計 ３５，０４９千円 

・下水道事業特別会計 １９８，４０９千円 

・簡易水道事業特別会計 ５４，９０２千円 

・水道事業 ８９，１７９千円 

計 ９２０，４４７千円 

６ 特別会計及び企業会計の概要 

（１） 国民健康保険特別会計（事業勘定） 

・予算額 ３，２８４，２００千円（▲２．０％） 

・被保険者数 １０，３１３人（５，２０９世帯） （年平均見込み） 

・国民健康保険税 ９６３，２２８千円 

・保険給付費 ２，０６７，８２２千円 

・一般会計繰入金 １３４，７５１千円 

（２） 国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 

・予算額 ９８，８００千円（３．９％） 

・診療収入 ８１，６４７千円 

・総務費 ４９，９０４千円 

・医業費 ３７，９４５千円 

・一般会計繰入金 １５，７７８千円 

・市債残高（２０年度末見込） ８，００４千円 

（３） 熊田診療所特別会計 

・予算額 ５９，１００千円（▲６．２％） 

・診療収入 ４８，０６８千円 

・総務費 ３９，８３２千円 

・医業費 １７，６９８千円



・運営基金繰入金 １０，６６０千円 

（４） 老人保健特別会計 

・予算額 ３１３，４００千円（▲88.8％） 

・医療給付費等 ３００，０００千円 

・一般会計繰入金 ３０，１７６千円 

（５） 後期高齢者医療特別会計 

・予算額 ３０４，７００千円（皆増） 

・被保険者数 ４，８６０人 

・保険料 ２２３，０６３千円 

・広域連合納付金 ２７６，２４５千円 

・一般会計繰入金 ６０，２１６千円 

（６） 介護保険特別会計 

・予算額 １，９６２，５００千円（０．６％） 

・認定者数 １，１８７人（平成２０年１月末） 

・保険料 ３０４，８１６千円 

・保険給付費 １，８５０，２５１千円 

・地域支援事業費 ３７，７９９千円 

・一般会計繰入金 ３０１，９８７千円 

（７） 農業集落排水事業特別会計 

・予算額 ５６，９００千円（６．６％） 

・使用料 １１，２００千円 

・総務費 ２４，０５５千円 

・一般会計繰入金 ３５，０４９千円 

・市債残高（２０年度末見込） ３８７，０７０千円 

（８） 下水道事業特別会計 

・予算額 ４０５，０００千円（▲１０．０％） 

・下水道事業負担金 １１，０８２千円 

・使用料 ３２，３３０千円 

・総務費 ７１，２９０千円 

・事業費 １５８，１５０千円 

・一般会計繰入金 １９８，４０９千円



・市債残高（２０年度末見込） ２，７７９，０９４千円 

（９） 簡易水道事業特別会計 

・予算額 ３１３，５００千円（１２４．９％） 

・水道収入 ７６，２０８千円 

・総務費（維持費） ５４，０９２千円 

・水道整備費 １，７８０千円 

・一般会計繰入金 ５４，９０２千円 

・市債残高（２０年度末見込） ５７９，３９４千円 

（１０）水道事業 

・水道収入 ５９０，６１５千円 

・建設改良費 ７８，２７８千円 

・一般会計繰入金 ８９，１７９千円 

・企業債残高（２０年度末見込） ４，７６１，８０５千円


